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叢

荒
木
文
相
さ
え
失
敗

i

l

再
び
焦
鮎

へ一

一月
=帰
日
の粟
入
蝋件
以
来、
国
立
穴
学掌
長
官選
ユ
ヤ
「ぬ
り偏
降
仏
・群
学
部を
廃
止
せよ
」

な
どの
灘
兇
が、
自
由党
や政
府
の内
部
から
出
、
漢阜
瞥
据
恥

閏
L'
、
ての内
容
が旧
特
画

の活
動
でっ
ーり
の
も
のだ
つ
た
こ～
が
明ら
か
に
され
、
世
論は

5
大
掌
は
潜外
法
楢
か」
「

一

特
商的
活
動
は憲
法
趣反

く
は
な
いか
」
「学
長宮選
制
は
時
代逆
何」
等、
大
掌
の自
治
を
めく
っ
}

て、
わ
い
て
いる
。
と
」に
粟大
融
件
の真
相
、
曹
察手
帳
の内
容
、
学
長
目童
制
の歴
史
、京
大
に

おけ
る
反
響
なと
を
とら
え
て暗
婁
た
れ
こ
める
象
牙の
塔
ル探
,'
チた
い
。

世
論
で
ひ
つ
こ
む
学
長
官
選
制
案

国
立
大学
農
官
選
案が
7
月
「↑
九
日増

田
自
由覚
幹
臨
長よ
り
告
田菌
相
に
総務

会
の
要
望と
し
て遮
雷
さ
れ具
体
化
がど

り
沙
汰さ
れ
た
が、
自
由
覚内
の
意
見の

対
立
も
あ
うて
軟化
し
、
三月
五
日
衆院

外
務
委顛
会
c
天野
文
椙
も
「国
立大
学

長
は
選挙
に
よ
,て
決
め
られ
る
べき
だ

と
考
え
る」
と
発醤
し
て、
学
長
冒選
案

は
一応沙
汰
や
みと
な
o
たが
、
大
学
肉

長
任
免榴
を
交
相が
も
つ
と
い弓
圃
は荒

木
貞
夫が
文
相
当時
(昭
↓三
・五
1昭

十
四
・七
)
に
もお
こ
った9

東
大
ぐ昭
和
十
冒犀
田
田
三艮
教
授
が総

長
に
選
出さ
れ
た
のに
た
いし
で
、荒
木

交
相
が総
長
就
任を
認
め
なか
,た
～き

に
は
、約
半
年
にわ
た
っで粟
大
教
授会

と
交
相
の交
渉
が緯
け
ら
れ、
一癒
再選

挙
と
いう
形
で
平
賀醸
総
長を
選
出し

た
。

京
大
じ
は昭
和
十ヨ
年
七
月虞
田
耕
侮総

畏
が死
去
し
、同
年
十
一月
羽
田享
総
長

が選
出
さ
れ
たが
、
事前
に
文
部省
と
諒

解が
つい
て
いた
も
のら
し
く
、き
わ
め

て
円渦
に
総
長は
選
出
され
た
。

そ
の他
九
大
など
の
ごと
く
全
面
的に
荒

木
文
相
の
窟に
し
たが
った
大学
も
あ
る

が
、
全
国
的に
見
れは
「掌
長
を交
相
が

任
免
ず
る
」と
い
う荒
木
交
相
の企
図
は
一

ほ
こん
ど完
全
に
ボイ
コッ
ト
され
た
と

みら
れ
て
いる
。

"東
大
当
局
の
態
度
立
派

謝

京
大
滝
川
毒
辰
教
授
ら
語
る

学長
官
選
制
箋に
つ
いて
は
京
大服
部
掌

長
は
「大
学
の自
治
を侵
響
ず
るも
の
で

あ
る」
～
韻
って
い
たが
、
粟
大亀
件
に

つ
いて
の
感
想を
立
命大
禾
川
縣長
、
京

大滝
旧
軟
授
にき
い
てみ
よ
う
。

滝川
教
撰

棄大
学
内
に警
官
が侵
入
し

た喚
件
で
は、
問
題
が問
題
だ
け
に周
囲

の
止
める
の
も関
か
ず、
矢
内
原掌
長
が

卒先
し
、
蔚環

職
組
、掌
生
が
「然
に

な
り、
全
掌
剛致
し
で大
掌
の
自興

掌

間
の自
由
の
た
めに
闘
o
℃い
ると
聞
い

でい
る
。非
常
に立
派
な
態
度だ
と
思

う
。
昭
和八
年
の
私の
罷
合
、法
学
部教

授
会
は
私の
罷免
に
反
対
し
たが
、
歩

並
み
の
掴わ
ぬ
学
部も
二
、
三あ
り
、
あ

の
時
全学
」致
し
て官
態
と
闘
って
い
た

ら
「
も
っと
よ
い
結果
皆
生
んだ
も
の
と

思
う
。
先
日の
京
大事
件
と
い
」、
こ
の

ま
Lで
は康
天
は
だ
Oに
な
う
てし
凍
う

ので
は
あ
る装
い
かG

立
醜
館
総長
ま
規博
毘

むか
し
特

高
が
犬と
い
わ
れ
た
時代
に
し
た
こ
と
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"譲

を

C
互
E
図
書
館
に
あ

講
和
条
約発
殉
に
でな
え
,接
収
翅
造物

の
返
還
が閤
魑
にな
つ
て
い
る～
き
関係

筋
よ
り東
大
当
局
へ
「楽友
会
館
をC
・

決
定
、
18
日
の
評
議
会
へ
持
越
し
か

互
・E
図
謡館
に
借
し
ても
ら
いた
い
」

旨
の要
盟
があ
つた
こと
が
四
日
の評
議

会
σ明
ら
か
にさ
れ
た
o

これ
に
つ
いて
は
評諭
会
内
で
4反
対
の

宙が
あ
り決
定
は
十
八日
の
評議
会
(も

ち
こさ
れだ
も
よ
うで
あ
る
。

と
同
じ
こと
が
行
われ
た
こ
とに
住
巌
す

べき
で
あ
る。
私
臨身
大
正
十四
年
京
大

学
生
事
件
のこ
と
、弁
諭
部
の部
長
と
し

こ、
蛸
竺
こ
こも
に、
入
つ
で来
た
警
官

一

を
、
わ
ゆ
b

〃
吊
し
上
げ
た
"
こ
と
が
あ

る
。
歴
史
は
/
り
か
え
ず
と

い
う
が
今
優

一
は
、
む
か
し

ζ
同
し
よ
う
な
悲
惨
な
結
末

r
は

.
喬
ま
し
。

こ
のた
び
の京
大
事
件
と同
じ
よう

な
こと
が
戦前
、
京
大学
生
恥
件こ

して
お
こ
って
い
る
。

十四
年
十
=月
一日
早朝
隔
府
特高

課は
各
臨
等係
全
員
を非
常
招
銅し

て
〕せ
い
に京
穴、
同志
粒天
な
ど

の審
宿
舎「
社
会
科
堂研
究
員
の私

宅
の尿
毛
捜
食を
行
い、
数
日
間
に

わた
って
京
大生
十
八名
『

同志
社
十
名
他
四
名を
検

束し
た
。

これ
に
対
し、
大
学
当局
は

轡察
の
顧
度は
大
学
の自
冶

をふ
がに
じ
るも
の
だと
強

い護

を
示し
、
書
記富
、

学
生
監
が
知纈
、
裁
判所
、

検
察
庁
に
抗議
、
馨
察側
は

「学
生
の
逮捕
、家
嚢

警富
の
大
学侵
入
は
職務
執

行上
正
当
であ
る
」
と
王張

髭
。

学生
は
す
ぐ学
生
大
会を
闘

沖
縄
行
き
取
止
め

摯
部
も神
戸
学部
畏
と
流教
授
の
名

で
「研
究
の
自由
」
を
訴
えた
長
文

の
融明
茜
冴
発表
1
て
い
る。

し
か
ー、十
【
月十
六
日
璽京
で
さ
ら

に
全国
各
地
の検
麟
長、
検
亀
正
、

特
高
誹長
が
翻密
に
会
合し
、
翌
牢

「月十
五
〕]
ホり
さ
ら
に四
ヵ
月
に

わ
た
r
、
全国
の
社
会科
学
研
究

会
昌
声
誉、
思
想
寒
の家
嚢

糞
逮
絹
ひ行
わ
れた
。

イー
一
昭和
三
年
汗
=月
に
い

恥」
戸
諦安
維
持舐
違
反
で、

山

名
ひヒ
年
か
ら
「年
六
ケ

月
の判
決を
う
けた
。

この
亀
件が
始
る
ころ
よ
り
交

部
当
局
はさ
りに大
学
に
圧迫

を
加
孔は
」め
、大
掌
当麗局
も

ダれ
ゆ
甘夢
qる
よう
に
な
っ

た
。

京
犬
学
生繊
件
で法
経
学
部
の

大
掌
の
自
治
の田
明と
は反

対
に
、
犬掌
嚢

生

柴
巡
査
の董
季
帖

十
=
月
一日
0
総長
選
革
の憧
況
②
=

月
三
日
都学
運
天
会
囲々
の
内偵
⑤
A
G

の真
相
㊤
京大
畠
件真
相
報
告
曽の
動
向

駐¶
学
内
各部
屋
の
出入
り
に
つい
て
、

服
装尋
の
変装
に
つ
いて
、
各
大掌
の
情

報
調食
、
緑
芸の
∬
嫉棚
首

東大
細
胞
の名
簿
十
三
日
身
茄調
食

(大
塚
腎
づり
)口
内

郎(
研
)
教

授f
井
田
障教
撰
(栗
津
文化
研
究
会)

円島
部
長
に連
絡
ず
み
十
四
日易
兀

調
饒渡
辺
失
致
撲
、飯
塚
浩
一教
授

=
十
日都
≠
離
絡
会
図講
館
地
F
=

十
一日身
兀調食
、
墾
大付
属
医
学
専門

部
卒猛

木々
紀典
、
東
洋交
化
研
究所
々

亀噛嵩暑
睾

3;器

　 　 　 　　 　 　 　　
京大学生事件の ころ口 口 口 口 口 口Mノ ロ ロ

いで
葡
察
」著
槻
丙
相
に抗
顔
を
つ

づけ
た
が
、穴
警

局も
へ
教
授会

評灘
会
で対
策
を
協
議
し
、
=十

朋湿
雀
溜
薩
雛

 査の予
続
の
不法
に
しで
教
商
の目

的
0遂
行
を
さ歳
た
げ、
楽
た研
究

の
目由
乏
而ひ
やカ
す
」と
凶
士し

で、
長
文
の声
明
幽
を発
表
、紐
済

の
自発
退
学
を強
制
し、
そ
し
て
関

係
掌牛
を
出
した
大
掌
総長
は
交
帽

の
謂買
を
夢
け之
。

衷
た
この
京大
窪
出事件
以
来
、暫

察
の
4
薗
侵ス
8
は平
ぼ
公
然
と

全
国ご
行
わ
れ、
掌
生
の鞘
会
、掌

内
ハ)行
動
戸対
し
て
も
密
察
は
監

魂
、
誓μ
、検
7ナ
公
然行
う
dつ

戸
6

0
県'

で
、
そ
れ
以
後
今
日
ま
で
何
の
通
知
も

な
い
し
、
私
の
方
も
あ
ま
り
行
き
度
レ

と
も
思

.
て
い
ず
、
何
も
照
会
し
て

い
な
い
の
で
、
多
分
こ
の
麟
戚
φ
杁
止

み
に
な
「
た

`
見
て
い
る
。
公
聞
　質
問

状
に
も
返
恥
し
よ
う
ど
思

,
た
が
、
変

潴
甲
の
こ
と
ぐ
は
あ
り
、
学
駐
諸
君

」

一「 こ
れ
ご
宮
野
君
は
、
今
年
七
月
か
ら

年

間
を
イ
ーー
ノ
イ
大
学
く
肩
機
化
学
の
研
究

に
送
る
こ
ζ
に
な
っ
た
。

員
認グ
チイ
イ
チ
Ω團歴
思
麗

背

後
関
峰
憂
友
槽況
そ
の
他)
歎
塵

部

摯
生
大
会三
十
「名
翻
加
瓢掌
制
改
悪
反

対
、
授
藁料
値
トげ

=
十五
日
甲
嬰萎

張
り
こ
み

聖

『
大
藍
民

個、
翼四

亀
餐

明
彰
密
行
(粟大

日
、
=十
七
日、
十
二

生
会
盤
暴

こ
う塚

(全
襲

地

十
=月
=十
ヨ

丘
+
百
、
学

士
一月
七日

教
授
の
身
元
調
査
や

尾

行

・
:

=
月

一
日
身

兀
調
責
、
松
本
彪
久

十

四
年
一
月
M
卒
糞
、
フ
〃
ー
ノ
ハ
ス

十
七
日
都
学
運
入
,

(

只
F
r
r
)

国
会
開
圃
参
加

i
懸
メ

!
バ
ー

(ー
月
二

十
五
目
)
十

名

(
氏
名
略
)
喫
大
セ
ツ

・
謬

のの
叢

ポ
、
ロ
四
+
円

暑

物巡
査
の
手
帖

(全
掌
裡碧
務
局
細胞
の
名
及び
住
所
)

学
新
編
鍋部
以野
幸思

六
月
二日
森淵

町
(
一字
不群
)
洲
脇璽

二、
身
兀調

手

塁
署

華

一≡
冒
華

≡
…

毒

零≡
瞬
垂

謬
署
蒙

邑
§

-

冨
響
ミ

;
一一毫
毒

一≡
…

で
棄
かな
う
た
め、
在
米甲
の
生
活は
あ

ま
り東
」な
い模
様
ご
あ
るり
(写真
は

宮
野
成
=霧
)

東

大

事

件

の

真

相

は

?

各
日刊
紙
によ
る
と
掌
生
が
手
帳
を
強

奪
、憂
行
を
くわ
え
迄
とあ
る
が、
粟
大

新
聞か
ら
の通
償
に
よ
ると
次
のと
お
り

で
あ
る。
廿
日夜
架
大
ポポ
ロ劇
団
Ω
貝

任
誉
榮大
生城
鋸
泉
一郎
看
)
では
松
照

事
件
に取
材し
た
「何時
の
日
にか
」
モ

の
他
の演
劇発
表
会
を約
=
西
名
の観
客

を
鍋
め一
廿
五番
教
室で
行
った。
ち
ょ

う
ど
一稿
が終
ろ
う
ごず
る
寸
前
(七
時

ー↓
]時
半
ご
ろ
)、
観
客
の甲
か
ら
突
然

「私
服
が
いる
'
」
と叫
び
閏
がお
」
っ

一爾
腸
騒
然と
な
り、
つぎ
つぎ
に∫
人

の男
が
趣
台に
蓮
れ
出湾
れ
た
。総
立
ち

にな
つた
観害
の
前
で、
だ
ん
だん
問
い

つ
めら
れ
で、
つ
い
π警
容
チ
帳を
さ
し

だL
、
写
真を
と
0れた
上
、
つぎ
の
鴨

が賄
ま
る
関係
か
ら
約五
↓
名
の学
生
ζ

と
もに
　旦鰯
外
に出
た
。
こ
の時
か
け
[

【け
て
き
た斯
疲
厚
生部
長
も
「大
学
り

建物
内
に
瞥官
η
侵λ
ず
る
こ
～は
、
大

学当
局
～
瞥
ダ
署～
の
協
約
違反
ぐ
あ

る
」
ご胃
明、
学
牛
側は
一=名
の瞥
駅
乎

隈
冶
警
冒
侵入
の
証鋤
物
件
～し
て
保管

す
つこ
ど
にし
彼
ら
の符
動
は上
司
の
命

令で
は
あ
ろう
が
、個
人
と
して
あ
や
漢

りを
認
む
べき
で
あ
ると
し
で始
末
潜
を

喪
か
せ
た
。

宇
治
分
校
三
君
釈
放

三
月
三
目
号
に
報
し
た
眺
う
に
、

十
三

日
に
還
捕
さ
れ
た
平
井
君
、

f

ノ
日
に

逮
瑚
さ
れ
た
安
川
、
中
#
陶
翰
軋
、

ハ
臼

と
つ
然
コ
名
と
も
釈
戯
～
れ
/
。

こ
れ
は
冨
月
=
ー

日

」
鵬
U

削
反
対

嘱
.
蔭
配
訓
.奨

●

大
会
デ
モの
さ
い、
中
立
売讐
下
御
陵

派
出
所に
投
石
し毒

疑で
あ
る
。

な
お
京
大受
験
甲
の鴨
滑
闘
校
女
集徒
}

は
圓
容
疑で
甲
立
売慧
謄
四
日朝
拘
留さ

れ
定
。

"

璽

.

.
璽≡
≡
;
○
ー

タ

■=≡
層■..
1

.
●
=

方が
出
世
した
か
も
しれ
ま
せ
帽よ
。
』-の時
ご

胤難
縛
に翫繕
羅
謝繍
講灘

羅

樹楠職
鍾
纏難

轟

晒霧

融
る
。

「毎

の
養

君

・イ
彗

し
茱

、

・
・
ろ
鷺

ぐ
蛮

を

こ
ろ
に
打
ち

〆

ノ

一
ず
a
」

明
治
三
↓
干
昌
れ
。
昭
ー
ー
鴫
5
べ
卒
。
4
で
は
資
本
齢
騎

の
大
御
所

」

な
っ
た
彼
、
塁
r
剖
々
瑠

i
麹

は
、
〃
ア
カ
≠

ヤ

、
ユで
勘

〃
と
い
う
も
の
か
一
は

岬
"
」
o

体
力
弱
い
の
己
、
内
気
ね
吊
格
か

ら
、
人
前
e
暎
べ
る
の
片
嫌

凡
と

東
大
土
木
学
科
も

一
役

萱
業
大
ン
研
メ
ン
バ
ー

七
月
五
日
身
許

贈
響
舞

よ
図

　
郎
、
金
井
正
治
、
村
#
文

吾

同
=
十
六
日
仏
文
=
年
小
笠
原
唆
}

八
月
=
十
日
磯
械
ユ
掌
升
よ
晋
右
校
甲
の

思
想
勤
向
。

茅

根

巡

査

の

手

帖

十
=
月
六
日
、
導

、調
食

森
有
距
教

授

七
日
、
契

仏
教
窟

会
の
調
璽

(
全
理
鼠
の
旺
名
)
八
日
、
わ
た
⊃
け
慰

一

霊
祭

(会
の
内
容
群
細
)

九
日
、
繹
々
会
、
撃

久
ヱ
r
壬
島
が
出

入

十
日
、
叩
萎
、
艇
f
、
中
石
、
中

尾
祇
罫
、
高
桟
ー
四
名
齢
声
粟
挙
右
選

十

一日
、
轟
掌
紹
岡
本
1
σ
り
意
見

、
バ
k
ロ
ー
ツ
乙
露
円
に
入
る
の
は
困

ξ

冒
冨一
事

O,=一一
ミ

一一=
=
ミ

徹
驕
難
載

京
大
自
台
会
代
表
者
会
膿

再
軍
備
か

湖
噂

れ
h
ピ
何
改
協
庁
、
団

規
仏
が
喚
墜
怖
.【れ

小
ろ

」し
'
い
る
国

一
内
状
勢
r
ρ
ノ
耀

＼

東
友
【
も
交
学
部

経
済
学
部
自
冶
会
ピ
瀞
講
戸
研

、
て
、
さ

辱

"

響

●
■
「
=
■
●
5

"

国
に
引

撮
一
7
何
趨

ふ らんす
3月号 価60〒4

難
羅
難

燕
蘇
篠
難
)響
囎

沙
汰
や
み
の
京
大
工
松
尾
問
題

議
難

授
.の
穴学

騰
嚢

の

㎎
蕪

「

}
研
電

⊂

の人
に
、
宿舎
ての
他
の待
遇
に
益醐

が
あ
った
のσ
、
改
善
在要
求
しノ
交

渉
ーで
い
た
のだ
が
、な
に
ぶ
ん先
方

の七
部
串
務
』が
ずで
に萬
端
決定
し

た後
た
,た
ので
、
弓
まく
行
かず
昨

年牙
翼
醐で待
遇
威
善要
求
に
つ
いて

は考
慮
す
る
」
返恥
が
あ
った
だ
け

り
も
L
'
あ
「

ナ

F
」

「

わ

一
あ
、

四
陶
に
暗

i

ナ

、
'

ρ
う
の
で
、

卸
万
レ

四
国
03

羽
書
一
の
昌

活
か
姶

(

°

呂
た
。
'
か
へ

ト
誌

四
国
臨

灘
†

・

轟笛白水社 蕊麗

 

資
本
箭
辞
典
の
夢
燃
や
す

饗
學
者

長

谷

部

文

雄

1
、
蘇
が
ら
、
ま
た
矛
の
故
も
あ
轟

田
舎
に
ひ

っ
こ

んf、9る
と
いい
な
幽
弊、
線
の
甕

をほ
ろ
は

せ
一
郵振
身振
り
、
座
談て
か
け
で彫
う
凍
い。
あ
な置

が
抑,河
よ
祭
の興
奮
だ
けで
は
な
さ俘
う
だ。

「匿

い
つも
彊
よ
か
、毛

霧

下
九
甕

月

曾
館
匪の
大検
》
の
当
時外
務
街
嘱庭
触
ーて
い
た
彼

は
、時
々
案
京近
辺
の
農村
に
出が
袴
'
し
て
話
を

や
っ
て
た
てう
だ
が、
話
が敗
戦
憲
槽
委
自
ん
で
い

る
、と
い
う
ので
叱
ら
れ、
「ら
,ぞ

一
の頑
り
四

'
ー

●
O
冒=
…
鼎
■
■重

"

甲=
=
V℃
■
蓼

ら
ら
鴨≡
層

高
倉
輝
の
ハ
コ
ネ
用
水
映
画
化
な
る

昨
隼
薄
↑り
材
ヵ
ク
ノ
.r
ル
の小
説
一めの
麗
民
の苫
心
タ
ァー
マ
と
ノた
も
の

「ヘ
ノ
用
沼」
の
映画
佑
η
進
めト
れ
一ご
、
映
圃化
に
先
立
⊃で
箱
恨用
永
掌
術

'莞

き

cほ
ら
「・竪
近
ー謬

2
調
島

力組
璽

れ峯

糾蒜

物
館
・

れ
る。

運
輸
省
をは
じ
め
喫大
丁
掌
部ゴ
木
掌
科

これ
は
輩
映
圓
、前
進
座
の共
同
製
の
学
生
も謬
加
し
徳川
時
代
のゴ
木
技
術

作
にな
る
もの
ご
、
徳川
時代
の最
大
土
が
詳
細
に調
葦
さ
れた
。

六
T瀬
乙、わ
れ
七
箱根
用
水
を引
ー、た
一
こ
の
調骨
資
料
新基
礎
に
ーで
映
画
化

る
=、
情
報
は闘
任
あ
O人
よ
り
と
って

も
ら
いた
い
。

十
八日
中
姿は
り
こ
み
、
中
認
、牛
丸

が出
た
の
で尾
行
し
た
ここ
ろ
門前
の

ノバ
ヤ
に
入
って
ふ
た
＼び
婦
った
。

=十
五
日
身
元調
査
協
組
塚
崎
宏。

一一騨;噛…

=旨魯
隻

る
二月
=縛
九
日京
大
各
学
部
自
冶会
代

表
煮会
残
は共
産
寛
非
合
広
化
反
対を
決

轟
し決
語
文
をか
Σ
げ
で
広
、全
京都
市

民
全国
民
に呼
び
か
け
る
こと
と
した
。

なお
こ
の
決議
交
は
リ
ノジ
ウ
ェイ
総

司令
9
、吉
田
薗
相、
国
会
議長
、
野

党
議
箇
団
ぞの
他
労組
、
市
罠
団捧
に

握
出
さ
れ
る予
足
であ
る
。

≡

旧
:
1

..

≡

'ρ
6

■
賦、

に
労
働
日
の
所
な

戸価
は
、
珊
闇
る
読
0
愉
の
早
さ
で
、

れ
か
り
吏
た
第

巻
力

説
げ
へ
ざ
た
」
と
い
う
。

牢
に
論
}顛
⇔
λ
坤
蟷
ー
ア
、
馬
黛

り
〃
過
ー
ー
ゲ
ル
飼
方
抵

雨
"
κ
た
い
ず

る
、
戯
翼

的
W
覚

唄

n
q
。
何
ん
し
い
【
て
も
資
ム
翻
研
究
の
大
御
所

舷
がA

彼
は
四
国
の
潜

粛
r
叢
で
こ
も
り
、
角
川
の
改
訳
を
や
一
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
剰
余
価

燈
護

史
を
や
り
、
そ
う
し
て

「
岬れ
漢
で
生
き
て
お
れ
た
ら

〃
資
嵐
論
辞
典
〃
を
編
簗
し
た
い
」
と
大
き
な
希
盟
r
燃
ス
て
い
る
。

し
な
い
。

「資
本
繭
の
騨
訳
に
あ

,で
は
職

人
的
邸
な
げ
れ
は
本
当
こ
ひ
い
も

の
は
ε
膏
な
い
」
と
彼
は
い
う
。

蔚
本
調
を
読
鞭
場
ノr
r
は

一～

漢
ず
通
読
し
、
ぞ

」
こ
ρ「
あ
た
り
、

【
卜
五
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し
て
、波
紋
冷
投i
た
エ
ァ部翻
尾
助
叡

授
の
沖縄
行
窪
は、
自
沿
会決
詞
や
民科

の
公
開猿
問
状
かど
批
判
の的
ビな
ご

い
た
が、
こ
の
匿
応
こ
の沖
縄
行冑
は

取
り
止
めど
な
った
o

こ
の
こ
Gに
つ
いで
酸
罵
助教
授
は次
の

と
お
り鵠
♪て
い
る。

優
初
この
話
斉持

で
痔た
妓
伽
悶係

嘲
o
ρ
ー

:

璽三
=
=
■
.
塵

φφ

一≡
=儒;

■
o

噺■
差
■§
=

φ
oー

.
2
層脚鞠三
■「繭

を
進
め
7t
め
、
トむ
レ

工事
の
費用

だ
け
に百
万
円
・製
㌫
費
合
討三
千
万円

を
か
けた
Gい
われ
繕
6
監膨
山
本
夫̀

キ
ヤ
ス
k
前
進
駆櫛
面
々
に
口田
五十

鈴
、
轟夕
起
㌦
薄
爾
研
「、
濟
水将
天

と
い
つた
顔
ぶ
れ
三局
十
三日
を
国
斉

封
切
の予
定
。

明
る

い

通
し

累
大
け
イク
鳳
ト
ロン
の
再圏

サ
イ
クト
ロ
ン再
趣
燭
這莇
は
、
昨
年か

竜

研
木
村
助
赦
授
を
即
心
に
進
め
ら
れ

て
い
定
か
.
こ
の
ほ
ど

ム
う
や
く
寛
道
し

が
つ
き
、
予
算
決
定
の
吉
報
融
待
つ
ば
か

り
と
な

っ
た
。

こ
の
輿
理
ド
あ
9

「

ス
、

、
噛
囲
鉄
所

が
マ
ゲ
ぎ
ッ
k
7
即
価

あ

妙
ん
ー
ご

/
れ

る
ほ
か
各
メ
ー
カ
ー
の
協
力
も
あ
り

俵
郁
市
、
関
西
闘
力

く
も
蹴
⊥
発
電
紬
の

使
用
を
群
呵
し
,
お
り
、
あ

ご
は

」
79

定
し
て
い
る
ど
、
わ
れ
〆
、

千
力
百
力

円
の
予
算

(
う
ち
当
初
比
度
く
自
刀
円
)

通過
を
待
つぼ
か
り
にな
,て
い
る。
こ

の映
定
は遅
くと
も
三月
中
に
なさ
れ
る

もよ
う
で、
立
地
条
件が
よ
い
ので
「ど

うし
で
も
予簾
を
通
して
ほ
し
いも
の
で

ず
」
し関
係雷
は
決
定
規
知
を
翻
肖し
ぐ

待
.デ
い
る。

湯
川

教
授

休
職

空
席
の
まま
で
帰
国待
つ

プ
リ
ノス
k
ノに
出彊
中
の
溺
川煽
尉
鼠

大
理
学
剖数
飛
に
、
hて
、
昨
ヰf

月

十
五
日
正
式
に
休
職
が
奏
令
'「
れ
た
。
今

年
の
卒
芋
q
は
、
湯
川
薄
士
の
諺
醸7

聞

い
π
こ
～
ア
な
い
～

、
ら
h
自
輿
な
出
彊

σ
あ
る
の
く
、
湯
川
氏
の
希
嚢
尚
お

っ
て

今
回
休
職
が
発
令
声
れ
'
も
の
ご
あ

る
。

1八 日市轟 犀

前
芝
氏
が
請
演

ー
P

細
呪

日
教
組
な
と
の
学
複
縄
へ
の
交
渉
ご

妥
紀
が
予
想

r
れ
'

°

)、
ハ
日
の
卒

業
式
を
ひ
炉
々
ど

、
つ

r

校̀
側
は
処

分
を
撤
回

灯
♂
、
処
曾

く
弓
同
盟
は
活
動

停
止
斉
つ
け
た
桑
、
γ

っr

い
る
。

=
月
三
日
は
、
べ
穿
門
h
1
冶
負
、
同
校

同
窓
竺
の
招
詩
ぐ
宣
月
メ
、妓
授
蔚
芦
確
三

氏
が
八
H
而

回
邸
【圃
壕
杁
勢
に
り
し
ノ
」

諭
漁
ず
5
セ
ァ
π
.
一

z
、
会
場

借
6

の
を
学
校
側
ハ
拒
舎

.

た
め
附
近
の
・

リ
ス
ト
教
食

聴
衆
岡
百

剛
に
同
民
42

講
演
が
行
わ
ハ
た
。

ー

…
`

ー

処
反
同
盟
は
活
動

停
止
処
分
の
ま
』

新
閲
部
汚動
停
止
こ
「平
和
の

蟹
い
」
配
布に
か
らん
σ
八
名

の
生
徒
が夙
分
さ
れた
滋
賀県

八
日
市
高
くま
イの後
京
大臓

の
ノ
ェ
ロ
ー

}グ
プ
～
は
、
国
際
ロ
タ

の
デ
ィ
ヌ
カ
ッ
シ
冒
ノ
の
便
宜
L
私
ひ

一り
ー
の
出
し
,
い
る
奨
掌
資
金
C
、
笛
年

行
～
、も
の
と
仮
定
し
で
話
を
,
る
こ

し

に
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
あ
の
質
悶
ま

4
々
先
走
り
し
て
い
る
ご
魍
み
o

医
宮
野
君
に
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
よ
り
留
学
蔵
に

雪人
目
の
ノ
ェ
ロ
1

外
国
に
遊
学
さ
せ
る
も
の
だ
か
、
本
年
匿

一、
、

ー
四
ヵ
国
、
自
化
人
が
選
ば
れ
、
総

一額

へ
乃
五
ー
、4
に
の
ぼ

O
資
を
力
覆
楠

声
れ
こ
い
る
。
な
お
、
臼
ム
ぐ
は
勧
年

名
力
選
田
さ
れ
ζ
い
ろ
カ
、
今
ま
5
に
ノ

エ
ロ
ー

ソ
プ
を
㌻
モ
っ
れ
か
も
の
㌔砿
冨

新
塗

琴
脅

ン論
難
鰹
襲
靴鉾
題

漉

。ケ押に
か
ら、
撃

名
を選
出
』
」

京
人大
学
院
胱裾
生
の宮
野
威
二醤
(医

学酬
藁
寧
科)
に
こ
のほ
こ国除
ロー
タ

u
ー
か

⊃
日
本

プ

ζ
し
て
三
千
二
百
ド
ル
㌻

孔
っ
れ
二
。

【上
】
ま
す落
ち
つ
いて
掲
示
をみ
る

【中
】
成
功?
失
敗
?と
も
か
く合
否
竃

報を
【下】
鉢
巻
姿
もま
じ
えて
運
命
の

問
圃
を
ま
す
「ヤ
マ
よア
タ
レ
ー」

か
し
か
,之
』
と
婁

一応
新
妬向

占
めて
い
る
も
の

の、
とて
も
万
}の

8ウ
コウ
は
望
め

な
い
9
環偶
で

な
ー
なり

各
科
囮周
へ
罵

旧訂八
問
題、

7時
間
無で
は
「

ず
ぜた
よ
う
た。

こ
、が
「番
新
傾

出
魑方
戎
を
踏襲

し
て
い
もo

簸
終
日
函学
で
は畜
輝
か
英鵡
る
選択
し

㍗

で
い
る
が
、
第

問
の
典
々
相
駅
は
割
台

平
易
な

問
題
、
五
問
の

和
マ

萸
訳

」は

「
何
か
忘
κ
も
の

・も
ー
た

σう
'15頑
が

ず
る
」

い
(
再

廻
ー
り
瀞
♂

(
ご
、

易
し
♂
う
た
カ
、
な

」
診

ろ
ゼ
び
ぽ
ち

い
問
題

あ
㌢
〆
O
L

域
「
い;

し
。

辞

遡

筆
鱗
度
蹄
才
良
好ル
一

点
窄
蓮
に
任
ぜ
て

露
受
験
生
と
と
も
に
三
日
間

駅
に
つけ
る
夕
If
贈
石
の文
竃
σは
な

い
が、
覆
汽
庫
で嘘
需
へ
つ
曳
ζた
Lか

に
寒
い。
そ
の塞僻瞳駅
に
つ
いて先
躍
が

待
って
いて
くれ
も曜
百
頂の
援
助を
云

た
よ
うな
殺
心
④静

な
るが
、
一人
で

し
か
も始
めで
寵
観殿
来た
も
の
には
、

心
身共
に甚
だ
翫σ曾
不安
に
見
濠わ
れ

る
。そ
れ
で
宿
蓼

ど
り
つ
くと
非

箋
交
嵩

霜
ぞ
、
+
畳

に
+人
近
く
、奮

に火
鉢
一つ
こい

と
も
丁躍
な
サ糞

スを
う
け
る
ので

あ
る。

、

「赤と
■
」
ー
お
署
そ
マチ
く
な
服

装で
あ
る
。輩
の
娯
7ク
ス
ギ
ン
・
ソ
ユ
「

ー
ズ照

ノク
象
套
を
建
茎

皇

撃

⊂、醤

ゐ
弛
セ
コ(
ζ
疋
立

あ
⇔
。

一前

に
な
や
λ
ー

猷
關
鱒

入
O
肘
r
臼

列
が
あ
る
。
こ
れ
侭
師
な
も
の

、あ

。

が
、
豪
大
に
は
⊃
津
も
の
ブ
。

り

紳
↑
鮒

、祉
会
的
罫
珊
昏

ー
.
♪

る

の
で
あ
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独
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縄
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・西
ア
シ
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イ
ン
ド
史

全

六

巻

A
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判ー
紙
製

封

建

社

会

の

成

熟

髄
新
。
開

蔭
直
幹
・
平
山
敏
治
郎
・
石
田
一良

共
著

鰹
"踏
嵩
凱
構礁
識
懲
薇
野
蠣
が社
碧

飾
元
にし
た
。

日

本

の

黎

明

価

○
円

」一昂彰
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・
小林
行
雄
●橘
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古

代

国
家
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展

開
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畠
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田
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杯
俊
秀

中

世

奮の翼
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全
二
十
三
巻
・完
結
〃

-
・
末紹
介
諭
交三
〇
〇
鷹と
す
ぺ
ての
名
署
を網
羅

2
.年
代
別
・購
項
別
の面
面
か
ら系
続
的
に
編簗

3
・ア
ドラ
ッ
キ
ー版
を底
本
と
し、
駅
交
は
厳密
平
明

4
。
マ
ルク
ス主
義
体
系
の明
確
化
を期
す

5
・
実質
上
の全
擬
と
して
の
役
割を
巣
す

蓉
・
ア

メ

リ

カ

問

題

蓑
o
円

塑
蜜
イ
ギ
リ
ス
に
おけ
る
労
働
者
階
級
の
状
態
三
八
〇
円

蓉
3
経
済
学
批
判
(蟻

手の難

翫
)

謬
欝

鋳

罐

蟷

噌

蝕
・天・円

晶

民
畷

講

判
大
灘
三六・円

麟

薯
作
年
表
●総
百
喫
●総
索
引
野oo聞

「

マル
ク
ス
・エ
ンゲ
ル
ス
暦簡
選

全
}巻

任
復瀧鯖
も
含
めで
す
へて
の
欝
聞か
ら
厳選
し
た
斬

新
な組潤集
(各巻
約
ハ∩
XU肩【●今
秋
発
刊幕壼
)

剰

余
価

鐘
掌

説
蜜

カ
ウ
ノ
「ー
の歪
曲
によ
る
在
来
の学
説
犯ノ
排
ーご

一
・
同盟
摯

ヵ
デ
i
版
に
よ
り決
」弊
刊
行

8

0
冒

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ー
ノ
フ
総
監
修
・ソ
票

講
藻

燃のベ
ス
ト
セ
〒

!
乙

●

4
版

出
来
1

鷲

聾

譲
O

〒
各

本肖
公
刊
たち
ま
ち全
ン
的
反響
を
よ
び℃
得
大
掌
餌掌
講
畷

講

会
議
では
熱
烈な
公
開冒酌諭
が
行
われ
、
科
学
アカ
ヂ

ー

「誓
学
の
訳」
で
は、
全
国
の各
学
騨
の指
導
的
瑚
融
釈
臼名

を
モス
ク
リに
召
第t
、
三
日間
に
亙
り大
親
縦
の拐
朔
会
濯催

した
。
社会
発
展
の合
法
則
注
の凍
い
研究
に
基
いた
本
徽
の特

色
が
高
ー評
価
さ
れ.
各
掌
界
への
推
進
的寄
与
が称
調
露
れ
た。

社ム
禍学
ー
①声
つ世
界
の
氷鰭
を
矯
に販
い
た
」の労
佐
の批

判の
憶
糊
エ
門ノ
7ウ
ダ
」
「哲学
り緒
悶
題
}
ーに
帽燭疵
渚
れ

F
春ー
ま
'
G全
訳
力収
繰
¥れ
て
いO。

碗『
雛
辮
簾
蕪
翻

0日
本
て
唯
一
の
経
済
四
季
報

最
新
の
資
料
と
科
学
的
分
析

世
界
経
済
動
同
の
最
高
指
針

0
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酔
筆
漫
語
ち
よ
い
ε
出
ま
し
た
貝
貝
づ
く
し
、
大
和
島
根
の
大
騒
ぎ
、
出
て

来
る
出
て
来
る
怪
六
づ
く
し
、
ま
す
ま
す
皆
さ
ん
御
拝
聴
、
お
代
は
後
の
お
か

え
り
だ
、
品
は
そ
ろ
った
支
那
て
づ
ま
、
嘘
な
い
品
物
並
ぺ
た
よ
、
た
壁
見
る

だ
け
よ
い
手
に
にち
て
よ
う
く

ご
ろ
う
じ
ま
せ
。
こ
の
大
鮪
は
京
都
の
産
、

鴨
川
に
う
っ
か
り
出
て
来
た
大
鎚
で
、
学
生
請
潜
に
い
け
ど
ら
れ
「あ
エ
か
あ

、

い
さ
う
な

こ
の
子
で

ご
ざ
い
」

こ
の
大
x

か

し、

か

し、

づ
く
し

十
円
ス
ト
ア

(新
作
口獣
魚
轄
旦
)

え
内
田

巖

ご

交
平
井

真

×
蟹
は
大

昔
壇
の
浦

に
死
ん
だ

は
す
、
平

清
盛
の
そ
の
子
孫
、
そ
の
珍
し

風
受
け
た
大
川
の
月
も
お
ぼ
ろ
の

白
浪
に
そ
ろ
り
そ
う
り
ε
出
て
来
た
奴
。
誰
か
ε
思
っ
た
ら
手
前
は
昔
の
田
中

親
分
の
吉
田
兄
貴
じ
や
な
い
か
。
「そ
う
云
う
お
前
は
」
ε
蜜」わ
れ
て
名
乗
る

も
か
ゆ
か
ゆ
し
い
が
、
ハ
イ
ハ
イ
嬢
ち
ゃ
ん
坊
ち
ゃ
ん
か
い
か
い
づ
く
し
。
よ

う
く
見
て
お
買
い
、
よ
り
き
り
み
詮
り
一
つ
十
門
十
円
。

一
,
監

眞
創
味
欠
く
審
議

いま
国会
で

は
講
和
を転

Nα640

い
る
。

機と
セ

生れ
る
、

新
し
い日
本
の基
本

間題
が
鵡
議
され
て

再
m
傭
問題
、
日
米安
禁
保
噂
条約
に

もと
ず
く
米矯
の駐
留
と
いう
、
『本
が

西
欧陣
営
に加
わ
った
こと
に
と
もな
う

一具体
的
描
圏
と
いう
、
H本
の
国
際
晒地

箇
や運
命
に
}歩
を
踏
み出
す
歴
輿
的な

問
題を
は
じ
め
とし
て
、
中果
樹
庁
の機

儒
敬革
、
労
働
聞係
の
法観
改
正
な
どの

一法
肇
糞

あ
る
い翁
国
民
署
と

の
条
約変
渉
や
、
モス
ク
ワ経
済
会
議謬

加
な
ど
の当
面
の外
憂
問
題な
ど
も
それ

一
で
あ
り、
こ
れ
ら
の鰯
甲
晒な
表
現
で
あ

}
る
、
八千
余
億
円
の
二十
七
年匿
予
算
が

=
同
時
に附
課
ざ
れ
て
いる
。

一

そ
う
いう
意
味
で
この
国会
の審
瀬
は

前
例
のな
い
軍
擬さ
を
も
つと
い
え
る

し
た
が
って
こ
れ
にた
い
し
国民
は
十

な
艦
視を
払
わ
ね
はな
ら
な
い。

一
そ
れ
なら
は
、
こ
のよ
う
な
灘轟
凍
い

国
会
は、
そ
の
審
議
の賞
を
完全
に
果

渋

沢

輝

二

郎
L

に大
き
い
ので
はな
いか
と
いう
疑
問
に

た
い
して
の説
明
は、
何
ら
国民
を
納
掲

させ
て
いな
い
。

し
た
が
って
こ
れが
憲
法
樋筐
で
あ
る

のか
、
な
いの
か
は理
諭
的
に説
明
さ
れ

な
いま
」で
あ
る
。
束た
米
箪
が日
本
に

駐留
す
る
にと
も
な
って
、
わ
が国
の
士

地、
廻
物
など
脚
今後
ど
の
よ
う
に接
収

を
つ"
け
て行
く
の
かと
い
う
内容
も
、

現在
進
行
して
い
る
行政
協
定
交
檸で
当

然
あ
る程
匿
予想
さ
れ
るに
も
か
、
わら

ず
ハ
ッキ
リ
とは
政
府
から
の
べ
られ
て

い
な
い。

そ
のほ
か
いわ
ゆ
る
再軍
傭
関
係
の予

算
の内
容
もへ
ー、わ
し
い具
体
的
な藷

論は
さ
れ
て
いな
い
。
こう
い
う
日本

の独
立
後国
民に
与
え
る影
響
の
団
め

て
大き
い
事
柄が
、
日
常塑
聞
で
次
々

と
取
上げ
ら
れて
い
る
にも
拘
ら
ず、

国
会
では
、
これ
を
掘
下げ
て
寝
灘
し

て
いな
い
の
が冥
鰯
で
あ
る。

不
下分
さは
、
そ
れ

こ
の
よう

な

な
ら
は
何哉
に
起
る

国
会
奮
あ

のだ
ろ
うか
。

れ
を
除
いて
も
一般
に自
由党
の題

が

絶
対
多
数覚
で
あ
ると
い
う
強味
の
上
に

審
議
に真
剣
味
を
欠
いて
い
ると
こ
ろ
が

う
か
堕
われ
る
。

ど
の野
党
側
も㍉
こ
の
不
†分
な
政府

側
り
説明
に
た
いし
、
あ
くま
で
も食

い下
が
る
斗志
に
欠
いて
い
る
よう
に

もみ
え
る
。

を
伊瞳
策
細
r
閥乳

一例
を
あ
げ

さ
れ
て
いる
(
常癌

る
と日
米
安

顧
に
おけ
る
米
何

動
に
つ
いて
の質
門
に
、
盲
田
d
相
は

〃そ
んな
郁
態
は蘭
猷
ヒ
は起
りな
いか

ら
御
寝
心頴
い
た
い"
な
ど
」い
う
よ
う

な
趣
旨
り符
弁
」簡
単
に
つ
っは
召
h

る。
G
れ
にた
い
ず
る質
斯
は、
さ
ラに

そ
り翻
逼
氷
さ
れな
け
れ
はな
っな
い

にか
」
わ
bず
、
行
われ
で
いな
い
。
こ

のよ
(差
点
は
条
約
の甲
心
点
・あ
り
十

分
つ
っ
込ん
で
飲し
いと
こ
ろ
・あ
っ

た。そ
の
ほ
か
こう
い
う例
は
数多
/、見
出

せ
るの
で
あ
るが
、
費
自
身、
政
覚
全

体
とし
て
囲下
げ
て
行こ
う
と
hう
蝋
追

に
も乏
し
い
。

国会
に
は
毎日
多
欽
の謬
観
者
か全
国

か
つ銅
り
、
本会
譜
り
傍聴
席
は
つね
に

欝

の状
愚
だが
、
こ
れが
単
に
〃上
り

さ
ん
の粟
泉
名所
見
物
"
のよ
う
な
つも

り
の
人た
ち
が多
いよ
うだ
。
こ
れ
bの

人
々
の多
ー、が、
薦
鍵
に
招か
れ
た、
そ

の
選
挙区
の
関
係者
た
ち
で占
め
り
れて

い
る
と
ころ
を
みて
も
わ
か
る。
い
」か

え
れ
は
、遍
挙
の時
に
期
数を
多
ー、銅
め

ても
ら
いた
い
た
めだ
け
の傍
聴
、
審議

よ
り
も
璽
燈
晶を
み
るた
め
の傍
聴
に鵜

って
い
る、
想
し
む
ぺき
姿
なの
で
あ
ろ

う
。だ

か
らこ
そ
、
この
よ
う
に傍
聴
庸
が

価
賃
な
のに
、
国会
の
本会
議
は
礒
鱒

の
出席
もざ
わ
めブ
悪
く、
議
口
は
こ

ー

"、竃、""""竃、竃""""騰竃、"""甥竃竃㈱ 、w竃""瞭、"竃""、"竃竃㎜
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佛
文
化
理
解
の
前
提

生
薯
に
お
す
、
めし
た
い。

前
世紀
未
か
ら
一九
五
〇年
ま
で
の
フ

ラ
ン
ス
の歴
史
が、
政
冶
を中
心
と
して

僅
か
に
一七
〇
貞
の小
冊子
に
概
観
して

あ
る
。索
引
と
年表
と
が
つ
いて
い
るの

も
親
切で
あ
る
。慾
を
い
えは
、
も
う少

し
詳
し
いも
の
がほ
し
い
が、
さ
し
あた

り
無
理な
駐
交
だ
ゐう
。
気か
つ
い
九鱒

囲
で
、固
肩
名
詞
り表
♂
払
に時
肉
疑問

が
あ
る〇
九
=
典
に越
南
の}な
口家
随大

学
の
名か
出
て
く
るが
、
目本
のほ
と
ん

ど
全
部
の新
聞
と
同標
に
、
ここ
で
も院

を
ニ
ユ
昌ン
と
よ
ませ
て
い
る。
院
は
日

本
音
の
ゲン
で
あ
り、
越
南
では
グ
ェ
ン

ー

そ
のグ
が
鼻
背化
し
て
いる
だ
け
の

こ
と
で
ある
。
=
一一六
頁
にド
ク
書
ル
や

ド
ビ
属
●プ
リ
デ
ル
の創
刊
した
交
学
雑

誌
「フ
ラ
ンス
交
掌
」と
あ
るが
、
ド
ク

ー
ル
は創
刊
号
を
見な
い
う
らに
硫
殺
.d

イ
友
13
アの
総
選革
は
今
後
一ヵ年
以

内、
お
"ギ
b≦
今
軍
中に
行
われ
る
もの

とみ
ら
れ
て
いる
。そ
れ
と
と
も
に、
下

院
の第
一覚
を
曹
景と
し
て
、
}九
四
八

年の
箋

以
来
イタ
ーー
ア
鷹
を
牛
U

っ
て
来
た
ア
ル
チ
ー
デ

・
デ

・
ガ
ス
ベ
リ

の
へーー
ス
ト赦
戻ず
党
政
府
に
もよ
う
や
/、危
機
か

おと
ず
れ
てき
た
感
か深

い
。デ

・
ガ
ス
ペ
リ
の
外
交

政
鴛
.ム
、
マ
ー
シ
ャ
ル
岬訂

画
の
穽
施
以
来
「
貫
し
て

西
方

晶
国

と
の
脇
力
体

し
て
い
るだ
ろ
う
か、
と
い
えば
d
憾

の点
が
少
くな
い
と思
わ
れ
る
。こ
れ

を
審
訓
の箕
際
を
通じ
て
考
えて
み
た

い。たと
え
ば
謄

察
予
備
隊
の

性
格と
内
容
に
つい

て
、政
府
は
こ
れが

箪
隊
でな
い
と
いう

西
嫡

郎
『フ
ラ
ン
ス
ニ
十
世
紀
史
』

石

川

フラ
ン
ス鵠
の
敦師
の
ま
ね
ごと
み
た

いな
こ
とを
は
じ
めて
=年
近
く
な
る

が隔
ぼ
く
は
ζの
仕
購に
対
し
てま
す
ま

す撰
鑓
困
にな
つ
て
いる
。
そ
れは
た
ぶ

ん南
ぼ
く
自
身が
敦
師に
は
同
かな
い
せ

い
や
ーフ
ラ
ンス
謂
がで
き
な
いた
めか

も
知れ
な
い
。だ
が
直綾
に
は
ほ
かに
理

由
があ
る
。

そ
れは
フ
ラ
ンス
語
や
フラ
ン
ス交
学

を
掌ほ
う
と
す
る人
た
ちの
か
な
りな
部

分
1
ぼ
く
の
印象
で
は大
部
分
と
いた

い
ー
が
フ
ラ
ンス
囲
をよ
む
た
め
の前

撮
コ基
礎
、
あ
δ
いは
補助
的
な
知識
を

禰
よ
う
ヶい
う気
が
」
全
然な
い
らし
い

と
い
う
こと
で
あ
る。
そん
な
態
匿で
外

国
麟
を勉
強
し
たと
こ
ろ
で、
パ
ン
パ
ン

の
ア
メ
リカ
囲
闘
なも
の
しか
身
に
つか

な
い
だ
ろう
し
、
その
た
め
の手
伝
い
を

ず
る
気
は、
ほ
く
には
毛
頭な
い
か
らで

あ
る
o
こう
い
う
無目
的
な外
国
瓶
勉
強

架

戦
後
の特
徴
の
一つ
で
あ
るの
か、

そ
れ
と
も泉
罰
の
地万
色
で
あ
るの
か、

さ
ら
に
悶宿
の
合
計で
あ
る
のか
、
ぼ
く

に
は
伺
とも
い
え
ない
。
社套
学
循
にで

も
■
畳
して
も
ら
oた
ら
面
白い
か
も知

れ
な
い
●

し
ゆ
し
「さ
ら
に反
省
して
み
る
と隔

湧

初
歩
の学
習
誉
が.てう
な
のも
へ
か
な

ら
ず
しも
非
難
でき
な
い
と思
わ
れ
る

ふ
し
があ
る
。
ぼ
くは
ジ
ャ
ン
●η
シ

ャ
ー
ル
Pブ
ロ
ッ
クの
「頸切
ら
れ
た

フ
ラ
ンス
か
ら
武
装
し
た
フ
ラ
ン
ス

へ」
の駅
本
を
界
てお
ど
ろ
いた
。
こ

の
本
の駅
者
は
R
AF
だ
の
AF
O
だ

の
と
い
うあ
り
ふ
れた
賂
宰
の灘
味
を

・知
ら
な
いら
し
い
ぱか
り
か、
フォ
ジ

シ
轟と
いう
箪
人
の名
を
知
らな
い
は

か
り
か、
第
=次
大戦
の
梱
を培
獲
し

た
と
も
いえ
る
ミ
ュ
ンヒ
ェンと
い
う

地
名さ
えも
知
ら
な
いの
で
ある
o
そ

の饗

こ
の駅
者
が
あ
つ国
立大
掌
り

フラ
ン
ス語
教
師
であ
る
こ
とを
知
つ

て
、
ぼ
ー、は
あ
っけ
にと
ら
れて
し
ま

つた
o
お
」、
か
わ
いそ
う
な
ジャ
ン

●リ
シ
亨
査
ル
・ブ
ロ
ック
よ
ー

フ
ラン
ス
の交
掌
や
交化
卑.知
るた
め

に
は、
そ
の
叢
と
な
つて
い
る政
治
や

社
会
'、

2

、へ、要
な最
、2隈
」
だ

け
で
。『

あ
っだ
ろ
う
。知
ら

な
い
にし
て
」、
た
る
べ
く調
べて
見
な

け
れぱ
な
る
ま
い。
そ
のた
めに
「フ
ラ

ン
ス
=十
世
紀
記」
は纏
利れ
懇
考田
で

あ
る
oぼ
く
は
この
猷
を、
特
に
現代
の

フ
ラ
ンス
文
化
ヤ渦
死
}ζ
う
∴
」る
掌

が
、現
輿
の
増燥
や
装
備
が単
な
る
国内

治
安維
持
磯
関
であ
る
と
いう
に
は余
り

■監

響3
・号

轟=
▼
●

`
■曜
,●

▲
=
=

8

れ
、鋤
一号以
来
価
=
力年
に
わ
た
って

非
合法
の
交
学親
聞
「フ
ラン
ス
文学
」

を
編珊
発
行
して
き
た
のは
、
ク
ロー
ド

●
モ
ルガ
ン
であ
る
。
こ
の新
聞
は現
在

大
型T†頁
の大
週
刊
紙
とな
り
、
モ
ルガ

ン
はそ
の
王
騨で
あ
る
と岡
時
に、
月
刊

誌
「平
和
の擁
謹
」
の
編饗

靴
蕨ね
て

い
る。個

の々
こ
と
まか
い
点は
と
に
かー、と

し
て、
資
料
的
にめ
ぐ
まれ
な
い
土地
に

あ
ると
聞
く
薯
が
、
こ
のよ
う
に地
味

で
有
意な
仕
亀を
し
て
くれ
た
こ
`
に対

し
て、
融
蘇
と感
謝
と
を表
明
し
た
い。

お
そら
く
、
ぼー、自
身
が
フラ
ン
ス
の現

代
交化
を
研
究
して
行
ー、に際
し
て、
今

後
た
びた
び
こ
の本
を
滲
略し
て
、便
益

を
受
け
るに
ち
がい
な
い
と確
信
して
い

る
o
--創
九
付
塀代
歴
史
鍵凶
B
6
二
】

O
貝
価
】九〇
円
(日
仏学
館
主
薦)一

州
罷済
協
力
橿弼
、
欧
州快
済
同
盟、
さ
⊃rは
爆

近
り欧
州
石炭
、
鉄
鋼共
岡
管
理
に関
ず
Oシ
亀馨

マ
ン案
条
朔
な
どは
、イ
タ
リ
ア
の経
済
活
勤の
拡

大
と過
剰
労
働力
の
移
出の
明
る
い尉
通
し
をあ
に

え
強
刀な
共
豊
の
曾艦
活
動
の
効果
を
削減
し
て

い
た。
し
か
し、
欧
州
群済
耽
(口の
鍵
か容
易
な

う
翻
こと
が
判明
し
・
.αつに
構
斑鋪
の
炉
旺
r悩

デ

・カ
ス
ペ
リ
の
悩
み

脚㎝
薯

黎

獲

羅

勢
の霧

よ
・て

㎜
も
た
らさ
れ
た
こと
は
当
黙で
あ
nた
。

㎜

欧川
縦
済
蓉

に関
す
ろ諸
麟
、
た
と
ズ
ぱ欧

が
多
彦
2
ー

多
嚢

多
…

制
乱
Mる
目
標と
し
て
推進
6
れ
てき
た
。
国隙
恥

勢
かイ
タ
リ
ア
に石
利
に任
用
し
てい
Oか
ぎり
、

彼
は国
内
問
岡
にお
い
ても
安
定
した
政
治
力キ
発

輝
す
るこ
と
が出
来
た
ので
あ
る
。彼
の
内
聞
をゆ

交学
に
現
われ
た
念
愛」
そ
れ
は

西
欧
にお
い
ては
十
二
世紀
論
士
物

嗣
よ
り坦
代
に
いた
る
小説
の
方
向

を
基礎
づ
け
た
もの
て
あ
る。
「感

惚
と
文掌
の
関係
は
政
府と
世
.岨の

そ
れ
に似

て
い
る。

さ
凍ざ
ま
の
感情
は
文
学
に鐵
悪
を

与
え、
交
学
は
楽た
械げ"に変
化
を

与
えた
り
、
時と
し
て
は寵

を
縮

り
出す
」
と
い
う
モ
ロ
ワ
の
主
張

が
、
クレ
置
ウ
の奥
方
亀危
険
な
闘

喚

ボヴ
ァ
リー
夫
人
な
ど七
つ
の

恋
愛
の
七
つ
の
顔

(A
・モ
ロワ
署

同
盛

好蔵
訳
)

交
掌
に品
の
ヒ
ロ
イン
だ
ち
の考
寮

に
よ
って
現
わ
さ
れて
い
る
。だ
か

ら
こ
れは
、
作
吊
の解
説
、
要約
を

中
心
と
した
ノ
ラ
ンス
小
説
廻な
の
噌

で
あ
つ。と
く
に
ア
メリ
カ
のプ
リ

ンス
ト

ン
大学

で
の
蔚
嶺
の躍
演
内
谷を
装
と
めた
一一

も
の
だ
けに
、
外
国人
か
フ
ラ
ンス

交
学
を
まな
ぶ
際
のよ
き
と
っ
つき

に
な
るで
あ
ろ
う
。
(新
調
社刊

一一九
三
貝
=
8
円
)

ル

ー

ー
1
し

た
Oぺ
ざ選
挙
に
備え
て
、
選挙
区
へ

足
緊
く
帰
って
い
るよ
う
で
あ
る。

瞠営
あ
選挙

が党
の
政
薬

と
纏
し
で、
習

と
選挙
区
の
ボス
と

の
間
の括
合
いと

な
る
ほ
ど
嚇
察
予
傭
隊
が
累
質
圏
に
頭

隊
で
は
な
い
と
ず
る
政
府
の
億
度
に
は
、

田
隊
で
あ
る
と
し
た
協
合
に
憲
法
改
正
を

し
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
、
そ
の
た
め
に
国
民

投
獺
を
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の

投
期
で
国
民
が
改
正
に
大
多
数
賛
威
ず
る

か
ど
う
か
自
儲
が
な
い
と
い
う
状
勢
で
あ

る
に
か
、
わ
ら
詣5
、
他
面
国
際

的
な
典
畠謂

か
ら
予
備
墜
弧
化
が
畿
務
づ
け
ら
れ
て
き

て

い
る
と
い
う
政
府
の
苫
し
い
立
腸
か
て

う
さ
ぜ
る
と

い
う
寓
慨
も
あ
ろ
う
が
、
そ

魅
'多'る
'
,
ρ巷
,.'

,
ρ老
,Fぢ

シ
.窪多
,

、縄^剛"縛 ・_"w、 胸 酬 ・,・,"脚.・・"岬 ・・榔 ・、…脚 …,蝉 ・い""wい"'

、騰驚 幾麟 羅 藝署欝

〃金"
C
ざ
ま
って
く
るよ
う
な今
の日

本
の
国会
の
あ
り方
で
は、
ど
う
しで
も

議
虚か
政
馬
第
一に
、
審
涌広
レ
ごな
」

わ
け
には
ゆ
か
ぬ磁
理
C
あ
る。

こ
の算
乞破
る
こと
は{
どう
い
ろ瀟

臓
を
選出
し
な
いと
い
う
こと
は
、
国民

大
衆
の
心が
け
の問
題
に
も
あろ
う
し、

そ
の
よ弓
な
観
点か
ら
議
戯
の活
動
か厳

し
く
監視
さ
れ
ねば
な
ら
な
いと
も
思
わ

れ
る
。

(朝
日
新聞
政
お
部記
者
)

　
東西南北!

応
環

規
定

▽
内
容は
舶
文
・秤
論

小説
を
問
わず

▽
字
数千
五
百字
似
内

}一

畝
離
の
記
事
を
よ
ん
で

二月
十
一日付
本
紙
の
八日
市
高
の嚇

件
の成
行
に
つ
いて
の
配恥
は
や
は
り
一

馨

高
綬
生
にと
,て
は易
近
な
問題

で
も
あ
り、
闘
心も
傑
い
わけ
で
ず
ので

真
先
に説
み
漢
した
。
こ
の事
件
も
〃擢

力
の
前
には
あ
漢り
に
も
弱
い
〃人
間
の

姿
を
批
える
[つ
の良
い
例で
し
よ
う。

学
校
の教
師
と認
う
も
のは
「人
一人

と
話す
と
本
当
に善
爬
な好

爺々
然と

し
た
感じ
の
人ば
か
り
です
の
に
、さ

て
学
校と
琶
う擢
威
を
た
てに
と
って

酸
丈高
に
な
ると
ま
った
くお
か
しが

た
しの
感
を
深
くせ
ざ
る
を得
ま
せ

ん
。そ
し
て
私達
掌
生
た
るも
の
はそ

の
頑
述な
も
の
の前
に
ど
うす
る
力
も

な
い
ので
す
。停
学
と
い
われ
れ
は
や

は
り
その
命
に
した
が
い、
退
学
を命

'
"
多弓多,'
多5彰
,,づ
,3毒
5̀

⊃

心
理
飽自

1

釈

迦

戸

栄

子

じ
ら
れ
」ぱ
馬
甘
受し
て
掌
校を
さ
ら

ね
ぱ
な
ら
な
いo

安
#
敷
頭
は処
分
の躍
由
を
掌校
の
挟

19

動
法
の理

く

諭
と
とも

リ
ズ
U
ズム
か
丈
λた
今
一つの
理
調
は、
フ
ロ
イド
の
精
神分

った
。

動
法
に
よ
って
生漢
れ
⇔
「見
交
離
滅
製な
画
面は
、
じ
つは
理

ゆ
る
み
に乗
し
て
浮か
び
上
った
、
濯
在慧
識
の
風景
饗
あ
って

風
製
の
中に
こ
そ、
作
看
の
協
めら
れ
た慾
望
(満
在
意
識と
し

ビ
ド
ー
)が
現
わ
れ
るの
だ
ー
と
シ
ュー
ル
リ
アリ
ス
トは
い

こ
の
秘
め
りれ
た
軟慾
の
解放
こそ
、
一切
の
精神
凹
扶
憩、
[

苦
悩
を
快庵
す
る
追で
あ
り
↓古
史
い
」
リア
リ
ズ
ムに
た
いず

ル
リ
ア
リ
ズム
の膨
絨の
根
脚で
あ
る
ー
と
い
う。

多
少
と
も離
し
い
フ
ロイ
ド
諭を
す
る
わけ
に
は
いか
な
い
が、

ー

エ
ル
ン
ス
ト
作

序
を乱
し
た
こと
と
以呵
に
好
ま
しく
な

い
活動
を
し
た
こと
と
い
って
い
ます
。

秩
序を
乱
し
たと
藪
う
営葉
、
ま
こと
に

先
生万
に
と
っ
ては
好
都Aそ
こ
れ程
あ

い
ま
いな
言
紮
はあ
り
まず
ま
い
。哉
蔵

に
机
や椅
子
を
姻し
た
リへ
妙
な
格好
を

し
て
アン
ち
や
んを
気
取
るい
わ
ゆ
る不

良
少年
は
、
私
遠に
は
と
ても
秩
序を
乱

し
て
いる
よ
う
に患
え
る
けれ
ど
処分
に

募

ら
な
い
。何
と
な
れば
そ
の
途
を

一浸
き
に導
き
正道
に
救
う
のは
良
識あ
る

一教
師
の
つと
め
であ
り
濠す
か
ら
。そ
し

　一て
こ
窯

妙
な黎

翻
な
ど
や
。た

り
、
や
れ
平
和
を
守
れ
の
自
由
を
擁
錘
し

●'
.竃

哲
み'5毛

=
望
診'多睾

τ6

ろ
り
騒̀
ぐち
よ
っと出
来
の良
い
妹
淀

ほ
ど
や
っか
いな
荏在
は
な
い
ので
あ
り

曳ず
。
前者
は
軟
師
の生
活
に乙
っで
は

何
のサ
ワ
リ
にも
な
らな
い
けれ
と
後
の

方は

歩
間違
え
て
社会
の
表面
に
立
つ

問題
に
ぐ
もな
れ
ば
たち
衷
ち教
師
の
生

活権
が
ゐ
び
やか
され
る
。
いき
お
い
秩

序を
乱
ず
好ま
し
から
ざ
る
学
生と
い
わ

ざ
るを
えな
く
な
り
ます
。

8
この
様
な矛
盾
は遷
け
る
ζと
は
出
来

ま
せ
ん
oそ
れ
に脅
地
の
轟等
学
校
の

一部
掌
生達
は
ど
うや
ら
非
合法
出
版

と
称
ず
る削
聰
物
を
「平
和と
自
由
を

守
る
浬
動
」と
大唐
く
銘
う
って
賂
ん

に漢
い
て
いる
ゐ
しい
。
私
の所
へ
も

て

或
る
友
人か
ら
そ
⊃し
た
も
のの
一部

を送
oて
くれ
ま
し
κが
、
}部
の
い

わゆ
る
ア
ツ
ァン
弦師
を
萬
,て
亀
や

れフ
ア
シ
スト
だ
の反
動
だ
のと
散
々

悪態
を
つ
いた
記
亀を
、
ま
るで
そ
れ

が平
和
運
動
のも
つと
も
直
匿
飽か
つ

重六
な
目
的も
あ
ゐ様
に
デ
カく

と

のせ
で
て
いま
し
た。

もし
こ
う
いう
も
のが
善
良
な
る当
の

歎帥
の
目
に
ふれ
た
なら
は
劔
え
アッ
ァ

ン歎
動
な
ら
ぬ先
進
繭な
人
で
あ
つた
所

で
やは
り
良
い気
持
は
しな
い
で
しよ
う

し、
そ
ん
な
恥を
占
いて
平
和
運
動だ
と

ひ
ち

ほぢ
ひ
ラき

す
タ
サう

う
ノ

{悔

総
選
挙
控
え
て
政
局
の
動
揺
深
し

」四
.処
、
仏
⇒
あ

い
つ
h
ご
思

い
♂

た
輸
、〈
削
成
醇

画
を
實
旅
ず
る
に
お
よ
ん
ぐ
イ
ψ
1ー
ア
紅
済
の
呵
途

に
も
階
い
か
け
が
し
の
び
よ
っ
た
。
イ
女
リ
/
r
対

し
て
行
わ
れ

O
北
大
西
海
琿
向
け
の
ド
ル
発
辞
が
予

期
以
上
に
少
い
こ
と
は
政
府
の
厳
噸
η
デ

ノ
レ
政
策

と
あ
い
ま
っ
て
賢
"
優
継
々
促
魁
し
は
し

酌
、
こ
れ

の
火
O
事
は
よ
う
や
く
高
嵐
っ
で
い
る
。

デ
●
ガ
ス
ベ
リ
を
苫
し
め
て
い
る
偽
う

}
つ
の
問

彊
耀
琳認
畝養
鶏

融
㌍雛

政
局
に
対
す
る
胃
任
も
彼
個
人
の
双
胴
に
蹟
く
の
し

か
」
.
で
い
る
。
丞
慣
れ
な
外
憂
間
賦

に
対
ず
る
彼

の
他
脱
は
必
ず
し
も
彼
自
翻
の
期
穂
ど
お
り
に
は
発

観
さ
れ
ず
、
こ
れ
"
繍

会
で
し
は
く

批
判
の

対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

一
部
の
團
民
の

闇
に

は
、
彼
ら
の
仇
敵
ス
オ

,

ル
ッ
ア
伯
、.隠
屋

3ら

潰
瓢
と
ず
∂
山

'
・
.
ゼ
、つ
く
い
る
。

乳
選
2
湾

'乙
謂
停

＼

ろ
r
つ
れ
,
、
歌
晒
デ

・
ガ
ス
ペ
ー-

、か
建

円」
し

り爵

多
飲
の
上
r
あ

ぐ

つ
を
か
h
で
い
⊃
わ
呂
ア
ほ
ゆ
ゐ
な
ー、な

っ
て
い

る
o
ち
な
み
に
イ
々
U
ソ
ド
院
り
譜
鷹
和
歎
は
五
百

七
十
四
。
キ
ーー
ス
ト
お

民
↓
寛
一

く
O
う
ち
=
百
く

風

の
琵
賑

一

塵

一
九

二

六

の
い
ら
感
、
に

「抑
圧
さ
れ
た
骨
喋

し
の
隔
呂
た
け
か
ら
生
じ
て
ー、
る
の
で
は

な
い
。

て
れ
は
も

っ
と
預
雑
た
"
.酬
旧

・
政
冶
的
蜘
圧
か
h
生
し
て
ー
る
。
で

μ
α
、に
し
て
曳

フ
ロ
イ
ド
が
い
う
ほ
ど
赫
始
不
自
然
に
抑
圧
さ

れ
つ
㌣
け
て
β
た
訳
ζ
も
な
い
。
牲
の
閂
盟
は
今
日
な
お
解
決
セ
嗅
ず
る
多
ー、

は
っ
ん
で
い
る
が
、
い
始
的
乱
婚
時
代
か

っ
今
日
に
い
た
る
漢
で
の

に

類
は
自
d
の
窄
献
み
瓜
均
岡
に

袖
ず
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

一
層
大

の
実
現
に

一
ル
々
々
迩
つ
い
て
詳
た

一囲
ち
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
フ

ロ
イ
ド

↑
逸
か
幼

い
懸
.56と
母
窺
と
の
間
の
γ
の
閣
」
5
、

㎜
示
ほ
り
さ
げ
た

功

G
め
b
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
、
し
か
し
ノ
ロ
イ
ド
が
い
う
よ
う
に
、

ず
べ
て
σ
慰
ヂ
が
母
親
に

「定
箸
」
し
て
父
現
㌦
憎
撃

る
わ
け
で
も
な
ー
、、

隔

し
た
か

っ
て
ず
べ
て
の
鳳
チ
が
、

エ
デ
ィ
プ
ス
伝
劇

(
父
々
殺
し
で
母
を
め
と

榔

っ
た
占
代
ギ
リ
シ
ャ
の
エ
デ
述
フ
ス
モ
の
可
剛
)
の
ヒ
人
公
`
な
る
硝
格
ル
師

～

し
て
い
る
訳
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
o

ヤ欄

そ
れ
で
あ
る
か
ら
い
ー、
。
心
驕

」
濃

。
。
,
唾

蕗

こ
し
ゲ
.も

ψ義
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艦
9,●艶考
ρ
ぜ
,
5慧

ρ
`
,
F5
多
多
～
'
9多'多'
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σ≧

7'
ダ
～
～
多召''
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亀巽

ゴ
多
謬

'9
ぞ

得
々
と
して
い
る
掌生
を
好
ま
しー、僧
は

な
い
の
は当
然
で
し
よろ
℃

こ
の
棲な
い
ろ
く
な
理
由
か
ら考
え

あわ
せ
て
血気
掩
ん
な
若い
人
達は
ど
う

も
あ
ま
り感
縞
や
へ
極蝿
な
思
想に
走
り

}過
ぎ
て
い
勺の
じ
やな
い
かと
思
い殴

す。
そ
し
ても
3
てれ
は思
想
て
は
鳳く

単な
レ
大
人
に村
ず
⊃反
轡と
非
合払
と

ち
の
ち
ゃな
ので
しよ
う
か
。私
達
は
も

は
や
単
な
る新
聞
記蜘
だ
け
で何
と
も
い

え
な
い
ので
ず
。
大切
な
時
、大
切
な
年

で
あ
り
亥ず
ゆ
え
に今
こ
で
じ
っー、り
と

真
理
を
晃
つ
める
勉強
を
怠
っては
な
b

な
い
の
です
。
(踊
校生
)

痴

型

覇

」か
云
う
ちよ
つ
と魅
力

棊

肇

葦

生
に

晒
な召
渠
の
もて
あ
七
ひと
云
う
べき
で

一大
セ
ン
セー
シ
自
ン

し
よう
。
す
べて
が
す
ぺて
あ
Σ
いう
の

盲坐く法
孕
部戦
授
会
は、
明
年
曄
新
制

じ
やな
い
で
しよ
う
が
、私
達
は
も
つと

四回
生
に
は
演囲
を
課
さな
い
こ
とを
決

知
勝的
に
な
り
ねば
な
⊃な
いo
高
いヒ

定、
新
制
掌
生
に
}大
セ
ンセ
ー
シ
雪ン

ユ翼
マ
ニズ
ム
はミ
・、ノ'チイ
憎
懸
や反

を
窯き
起
こ
して
い。

感
を
こ縄黛
ノ》で雨
つ
も
のじ
や
あ
りま

法
学部
で
は
これ
ま
で
最高
掌
年
に演
創

せ
んか
。
私
達
は畿
ず
血
気
には
や
るよ

を
課し
て
お
り、
こ
の
旧制
の
制
匿
にし

り
も
現貿
密
山
硯し
、
大
人達
を
監
視し

た
がう
と
、
禰
の
四
同完
に
は
当
然演

罰
ぴ疎
.¢れ
る
こと
に
な
る
ρ
つつ
-㌧期

な
け
れは
な
り
ない
の
で
ず。
平
和
運動

一

侍
され
て
い
た
もの
ご
あ
る。

も
鐘

冊
雌
」蒔
い
人
聞
趣に
対
す
る

「類
情
によ
～
こ
て礪
溝ぢ
る
もの
とな
一
こ
のt
ぴ
の
摘皿
か
決
院些
れ
る
8
え

.詳

詠
奏
罫
勤

臼摯

3
ー
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㌔
塗
靴

罎
葛

窪

醍
ビ

映

画

評

享

ζこ
ろ
弗

最

いか
の
ご
とく
で
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垂
≡
…=一==三
;≡置

あ
る。
ド・こ
には
4
1ー
ゾ
ィ
・の
作晶
に

怪
寄
な
雰
囲
気

米
・リ
パプ
リ
ッ
ク

一九
四
八年
麗
作
品

映
画
「マク
ベス
」
の
ト映
時
曲
は箔

台
の
約
摯分
の
長
心に
短
純
メれ
て
おり

し
か
も
筋の
蓮
O
はい
戯
曲
に砥
め
て
Ψ

冥
て
あ
ゐと

う
」と
に
よ
って
、
け
っ

き
ょく
グイ
ジ
ェスト
版
的
な匂
いが
強

く、
し
たび
「て
シ
ェー
ク
ス
ピア
悲
劇

の深
琶
てのム
の
を、
こ
の
映
画
に求
め

る
こと
は
出末
仏い
かも
知
れ
な
い9
さ

ら
に
「映
画
」と
し
でこ
の
作
品
宥み
る

時、
劇
的
罫展
の漉
れ
脈
う
も
のは
、

け
っし
て
「貫
ー
た
映画
の
リ
ズ
ムに
よ

って
規
整
雀
れで
は
あ
らず
、
し
はし
は

舞
台的
六
リ
ズ
増刈
整
r妨
げ
声っれて
、

そ
れが
脚
員
の聾
理
r
覇
凍
強
い購
ち

で
あ
るo
映
圃
」疋
で
の
副幻
緩
諏
の処

新
昌階制

は
ゼ
ミ
御

昌_免

一
る
。

葬
羨

覇
三
回皆

叢

大
.藪

育
の真
の場
は演
習
な
の
に、
こ
れが

難
灘
酵
繍
饒
ユ

新
制
三回
生
の網
欠
募
鯖
程ず
る
くら
㎜

い
だ
から
、
掌
部
のい
う理
由は
馬か
闇

し
い
。
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検
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困

.
序
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つ
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及
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下
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㌧
i
ら
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が
、
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ξ

し
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,
・
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-
け
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嬉
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助
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荷
物
.巧
多
い
り
て
、
マ
ワ
ワ
モ
,〆,

'⊂

と
わ
り
と

い
う
、
係
M
,.菖
爆

†
.
串
し

ぶ
バ
ケ
ツ
や
、
ナ

、葡
た
」
・
ゐ
つ
、
で

電
哩
に
乗

っ
て
い
た
7
』

りあ
つ
λ
む
、

ま
ず
く

な
ご
や
か
隷
引
西
風
鋭

三
〇

も
っ
と
も
こ
の
か
げ
に
は

。月
も
肘
み
ら

蓼
校
∴
憲

し
つ
づ
げ

～
口
、朗
盆

り
並

並

,
ぬ
吉
労
5
あ

っ
た
り
ん
ー

;
o

カ
ン
パ

一
万
円
に

と

る
こ
と
に
な

っ
た
。

又
、
小
甲
学

王
の
作
交
、
叔
樋
の
指
導
体

験

も
全
国
飽
に
鶉
め
う
れ
る
が
、
こ
れ
に

先
立
ち
へ
全
国
各
期
各
層
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
発
し
、
天
臣
お
よ
び
天
塑
制
に
つ
い
て

風
舖
お
よ
び
m貝
体
旧
資
料
を
矯
め
る
廿
喧

が
進
め
⊃
れ
、
札
"
、
根
率
、
鳶
手
、
梨

京
、
欄
生
、
長
踊
、
京
邨
、
新
冨
、
広
島

の

ほ

高
知
、
騨
児
踊
、
禰
岡
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
結
果
は
=
・月
末
に
明
ら
か
に
さ

れ
る
。

な
お
大
学
側
と
し
て
は
、
さ
き
の
補
導
会
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性
的
灯
或
規
を
示
す
べ
く
努
め
'
.h
る
か

一
ら
で
あ
る
。
つ
漢
り
マ
ク
ペ
ス
に
叡
か
れ

セ
よ
う
な
彼
の
演
潅
が
そ
れ
で
あ
り
、
バ

ン
・
フ
ォ
ー
カ
ス
を
用
い
た
特
異
な
画
血

鰐
威
が
・て
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
を
例
と
し

て
は
、
シ
ル
エ
ッ
ト
四
映
陳
と
立
ち
禮
め

る
ゆ
の
ゆ
　
に
よ

っ
て
へ
　
の
　
お
　
　

耳

を宅
寺
ち
と
した
韓

て

み

2ー
ノ
、

"
n
ゾ
動
気

」
、ち

・
の

は
な
い
。

が
叩
.
ウ
↑
ル
ズ
自
曙
に
と
っ
て
は
、

こ
り
こ
と
は
雪
一し
デ
距
警

闘
堕
・
な
か

っ
た
か
ち
知
れ
な
い
。
と

ー
う
O
は
劇
の

内
容

,
ー

、

`
砦
ヤ
ーー
、

.
鶴
台
㈲
個

所
に
、り
、
'
、
η
ほ
句
し
し
'
臼
d
り
個

れ
で
あ
る。
し
かも
こ
れ
り円
映
画
にお

い
で
はじ
め
て
蹴み
つご
ど
の出
裏
ろ鱒

作
で
あ
ると
す
れは
、
映
幽的
翫
れ
'鰻

視
し
で野
台
的
リ
ズム
鐸
整(
と
り
なが

ら
、
画
面殉
果
と
しで
は
映画
的
表
現操

作
皆
餐
し
た
と
ころ
に、
この
作
口mの

り

特
銭
な
剛象
を
解
ー、鍵
が
あ
るよ
う
に思

え
る
の
であ
る
。と
も
あ
れす
べ
て
を抵

抗
な
し
にキ
レ
イ
ごと
で
処琿
す
る
、
ハ

リ
ウ
ッ
ド規
格
響
胆ζ

一線
を
劃
ず
る

讐
mで
あ
るこ
と
には
間
違
いな
い
。
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れ
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ソ
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も
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叉
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よ
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っ
れ
て
h
る
。
八
㌦
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隔
黛
C
ま
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溺
物
り
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般
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寡
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し
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い
る
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京

騨

大
仏

・

部
の
民糾
や
自
治
勲の
委
樋燈
が
コ
ンパ

し
て
「写
翼
を
とろ
う
」
と泉
極
の
あ
る

護

り
曲
㎜に
屯
し
,㌧
h
た
o

て
へ
附
近

の
パ
チ
ン
コ
歴
か
ら
イ
ギ
ヨ
ウ
ヨ
ウ
と
出

て
き
た
=
人
つ
れ
。
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っ
腰
う
が
ど
う
も
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h
」

「な
ん
ぼ
」
り
訳
し
,ロ

た
?
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ワ
イ
ワ
イ
と
と
ん
だ
さ
h
な
ん
。
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今
牢
の
歳
大
入
賦
ら
一
目
こ
t
二
」
分
槻
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で
陛
済
学
部
サ
験
生
が
卒
倒
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う
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業
が
あ
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た
が
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こ
れ
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。
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ボ
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